
【様式２】

取 組 内 容
Ⅰ．JA祭における　食育ギャラリー「朝ごはんを食べよう」の啓発事業

１　概要
第2期大田市食育推進計画（平成27年度～平成31年度）に基づき、平成28年度の啓発活動の
重点課題を青壮年期とし、「朝ごはんを食べよう」として啓発活動を実施するものです。
特に昨年度実施した事業所での食生活アンケート結果に基づき、食を通して心身の健康づく
り・生活習慣病予防および改善を行いました。
JAふれあい祭と同日食育ギャラリーで食育パネル展示、試食等を実施し、市民に対してより効
果的な食育の啓発を行いました。

２　日時、場所
　日時：平成28年11月12日（土）11：00～14：30
　場所：ＪＡしまね　石見銀山地区本部（食育ギャラリーは2階多目的ホール）

３　来場者：118人

４　実施内容
① バランスのよい朝ごはんのメニューの提供および実演
② 食育パネル展示
③ 啓発リーフレット、レシピの配布等

Ⅱ　事業所健診での青・壮年期における食育啓発
１．目的
第2期大田市食育推進計画の重点施策の一環として、青壮年期の食生活に関する状況調査実
施した結果に基づき、青壮年期へ食育の啓発を行う。
今年度は、事業所健診会場にて「朝ごはんを食べよう」を重点課題として取り組み、食を通して
心身の健康づくり・生活習慣病予防を行う。

２．実施内容
・ チラシ、パンフレット、レシピの配布
・ パネル展示：朝ごはんを食べない人向け、改善啓発の内容
・ 保健師・栄養士による個別相談

３．日時、場所
・日時：９月～１１月までに計9回
・場所：島根中央地域職業訓練センター

４．人数：746名

食育月間以外の取組実績

（食育月間を除く４月～12月の実績）

提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

島根県

取 組 市 町 村 名 大田市

取 組 の 名 称 食育啓発



【様式２】

【目的】
学校給食への野菜の供給は、「道の駅」内の農林水産物直売所を拠点としています。

生産者へ感謝する心、食物を大切にする心を育むことを願い、地域の児童・生徒を対
象に、野菜生産者と学校給食関係機関が協働で、出前講座や農業体験等を実施して
います。

【実施期間】　
平成28年６月～12月

【実施学校】
小学校・・・５校　　中学校・・・３校　　

【参加者】　
小中学校（児童・生徒、教員）、野菜生産者、栄養教諭、「道の駅」学校給食担当者、
ＪＡしまね営農コーディネーター、江津市（学校教育課、農林水産課）

【実施内容】
＊出前講座、給食交流・・・小学校２校、中学校３校

≪白ねぎ生産者の講義≫ ≪講義後の給食交流会≫

＊農場見学、農業体験・・・小学校４校

≪農場見学：ごぼう畑≫ ≪農業体験：里芋収穫≫
【成果】

児童・生徒は農家の苦労を身近に感じ、食に対する感謝の気持ちを育みました。

取 組 内 容

食育月間以外の取組実績

（食育月間を除く４月～12月の実績）

提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

島根県

取 組 市 町 村 名 江津市

取 組 の 名 称 学校給食向け野菜生産者と児童・生徒の交流会



【様式２】

取 組 内 容

食育月間以外の取組実績

（食育月間を除く４月～12月の実績）

提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

　島根県

取 組 市 町 村 名 　益田保健所管内（益田市、津和野町、吉賀町）

取 組 の 名 称 　「朝食をしっかり食べよう食育教室」

島根県では「わが家の一流シェフｉｎ島根」料理コンクールのレシピ等を活用した朝ごはん

教室を実施し、若い世代の食への関心を高め、食育実践行動へつなげるきっかけづくりをし

ています。

今回は地元高校で料理コンクールのレシピを使った調理実習を食生活改善推進協議会の

皆様にご協力いただき、実施しました。

その他、栄養士会による「食育ミニ講和」を開き、朝食の大切さに加え、標準体重の算出、

必要エネルギー量の算出を各自で演習しま

した。 また、歯科医師作成の「自分の

歯を残すために」のリーフレットを配布さ

せていただきました。

【実施時期】平成２８年 １０月２６ 日（ 水 ）

【参加者】高校生：14名 高校教諭等：5名

食改：10名 看護学生：4名

【講師】栄養士会

【スタッフ】食生活改善推進協議会 10名

町保健師・栄養士、保健所栄養士


